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窒素酸化物自動測定機の精度に関する研究

要旨

現在、大気汚染監視用として使用されているサルツマ

ン法窒素酸化物自動測定機、化学発光法窒素酸化物自動

測定機についてその正確さ、再現性、及び測定原理から

くる諸問題を検討した。ケミルミ計性能試験のうち、再

現性、レンジ相関性、ドリフト試験では問題がない事が

確かめられた。指示誤差、コンバータ効率試験は更に追

試が必要であるが、アンモニアはほとんどケミルミ計の

妨害とはならない事がわかった。ザルソマン計において

はザルツマン試液への二酸化窒素の反応効率、及び過マ

ンカツ酸カリウム溶液への一酸化窒素の酸化効率に問題

があり、前者は0．72よりかなり高く、低濃度程10に

近かった。後者は75～91％であった。これらの点を

考えてもザルツマン計では動的校正が不可欠であり、そ

のためには正確な低濃度標準ガスの確保がなによりも重

要である。

1　まえがき

現在、大気汚染監視用として広範に使用され、膨大な

データを提供し続けている窒素酸化物自動測定機がどの

ような精度、再現性をもっているか、あるいはその測定

機構、測定原理に問題はないか等を調べるのが本研究の

目的である。今回は化学発光法窒素酸化物自動測定機

（以下C計という㊤）についてはその性能試験を中心と

して、またザルツマン法窒素酸化物自軌測定機（以下S

計という。）についてはその測定原理上からくる問題を

中心として研究を行った。以下、試験項目ごとに述べる。

Ta bleI

特殊公害科・テレメータ室

1．1　C言十の性能試験

C計の再現性、レンジ相関性、指示誤差、ドリフト、

コンノミータ効率について試験する。

12　サルツマン試液への二酸化窒素の反応効率

大気中の二酸化窒素がザルツマン試液中に亜硝酸イオ

ンとなって反応する割合について再検討する。

13　酸化効率試験

一酸化窒素濃度を変えて、また使用後の酸化液につい

て、酸化効率、損失率を調べた。

1A　妨害物質による影響

ザルツマン法に対して妨害物質として予想される二酸

化イオウ、オゾンについてその影響を調べる。

1．5　反応部まての吸着試験

S計では反応部（バブラ】）までに流量計、フィルタ

ー、スパイラル等がついていて吸着、脱着が考えられる。

それについて試験を行う。

2　実験方′去

まず本葉験全体を通じてゼロカスはJIS－K－0516

に定めるゼロガス検定法に従い、窒素酸化物3ppb以下

を確認したガスを用い、一酸化窒素標準ガスについては

市販容器入り一酸化窒素ガス（NO215ppm、窒素希釈）

を流量比混合法で希釈したものを用い、二酸化窒素標準

カスについてはパーミュイション管法により発生させた

カスを用いた。なお使用した機器の一覧をTableIに

示した。以下各項目毎に試験方法を述べる。

供試磯器一覧

測　　 定　　 磯 型　　　　　 式 備　　　　　　　　　　　　　　　　 考

サル ソマ ン法 自動 測定磯 D －G P H － 7 0

流量 比混 合法 （N O ）

化学発 光法 自動測定機 8 （特　 注 ）

標準 ガス発生装置 自　　　　 作

／ケ 〝 ／く¶ミュイションチ⊃」一一フ法 （N 〔ち、S（ち 、N fも ）

ゼ ロガ ス精製装置 ／リ ソー ダライ ム＋盾性炭

オ ゾン発生 装置 K －O G － 0 1 妨害物質試験 に使用

ノケ K G －N －0 3 Z n －N E D A 法 に使用

オ ゾン自動 測定装置 K －M O D E L － 8 0 3

二酸化 イオ ウ自動測定装 置 D －G R 8 － 7 2
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2．1　C計の性能試験

以下のC計の性能試験は一酸化窒素ガスについて行っ

た。校正はオゾン止捌こよりゼロ点を確認し、フルスケ

ール90％の一酸化窒素標準ガスにより感度を調整した。

2．1．1各レンシごとの再現性

各レンジにおいて感度校正を行った後、ゼロカ、ス、ス

パンカスを交互に3回ずつ導入し、それぞれの測定値か

ら偏差を求めた。

偏差＝初期設定値岬平均値

再現性 最大目 盛値
×100（％）

スパンドリフト率
平均指示値－スパン初期設定値×100㈲

スパン初期設定値ば02、05ppmレンジでそれぞ

れ018、045pprnである。

2．1．5　コンバータ効率試験

C計、S計を用いて両磯に二酸化窒素希釈漂準ガスを

導入し、3時間の安定時間後、両機の指示値からコンバ

ータ効率を求めた。C計の感度校正は一酸化窒素漂準ガ

スにより行い、S計はザルツマ．ソ係数072を用いて等

価液校正を行った。

コンバータ効率算出式

ここでいう初期設定値とはオゾン止めゼロ調整後、ゼ

ロガスを流したときの指示値をゼロ初期設定値とし、ス

／くソガスを流したときの設定指示値をス／くソ初期設定値

とした。

2．13　各レンシにおける指示誤差

各レンジでオゾン止めゼロ調整し、フルスケール90

％のガスでスパソ調整した後、フルスケール50％の希

釈標準カ1スを導入し、指示誤差をみた0

2．1．3　レンジ相関性

0．5pPInレン∵ンで感度校正後、009、018、0・45

ppmのガスを導入、指示値を読み、レンジを02pPm

に落としてまた指示値を読み、レンジ切り換え時の誤差

の程度をみた。

2．1A　トリ7卜試験

C計にゼロカ、スを連続24時間供給し、ゼロドリフト

をみた。

平均トリフト率

最大ドリフト率

ゼロドリフト平均値

最大目盛値
ゼロドリフト最大値

最大目盛値

×100（％）

×100（％）

ゼロドリフト値＝指示値－ゼロ初期設定値

次にスパンドリフトをみるため、前記ゼロドリフト試

験中、任意時間に3臥フルスケール90％の希釈標準

ガスを導入した。

ザルツマン計

マ

ニ

ホ

ー

ル

ド
ガス発生器

S計値（

（CNO
U2　ガス濃笈：【‾

S計の二酸化窒素指示値を、CN（ちは

×100（％）

×100（％）

ここでSNO2は

C計の二酸化窒素指示値を示す0

次にコソ／ミ一夕におけるアソモニアガスの妨害を調べ

るため、／く－ミュイショソ管により発生させたアンモニ

アガス（10PPm、5ppm、1PPm、窒素希釈）をC計に

導入し、指示値を読んだ0なおアンモニアの濃度測定は

インドフェノール法によった。

2．2　サルツマン試液への二酸化窒素の反応効率試験

Fig．1．の試験装置により標準ガス発生装置により得た

二酸化窒素をザルツマン試液に吸引して検量線法により

二酸化窒素濃度を求め、これを供給力ス濃度と対比して

各濃度レベルにおける反応係数を算出した。

sf哉漂う＋雛×門弟＋樹
×（讐謹弓＋・‥‥
sf　　：ザルソマン試液の反応係数

N〔ち（SP）二1本日のザルツマン試液に吸収された二酸

：化窒素量（〃g／且）

N〔ち（St）‥供給二酸化窒素量（〝g／且）

K　　　：1木目の吸収効率

ノ、フ　フ　‾

ケミルミ計

トラップ

Fig．1．ザルソマン試液への反応効率試験装置
－　3　5－
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2．2．1　測定条件

インピソジャー 窒素酸化物環境基準専門委員会

報告による型式（2連）

ザルソマン試液　　1木目　20mβ

2本日　10〝ば

自動測定機に用いる反応液と同

じ処方で蒸発損失量を補充す

吸引時間

吸引流量

吸引時の温度

測定回数

発色温度

測定波長

試験二酸化窒素

る。

30分

040ヱ／min

25℃（恒温槽）

6回

吸引後25℃で30分間放置

545珊m（セル長10m）

01、0・2、03、05ppm

濃度系列

2．2．2　カス発生方′去

パーミュイショソ管法により二酸化窒素標準ガス（窒

素希釈）を発生させた。0－5PpI℃の二酸化窒素標準ガス

をJIS－K－0516による亜鉛還元－NEDA法に

より濃度決定した。03ppm以下のガスは流量比通りに

希釈されているとして用いた。

2．2．3　Zn－NEDAテ去による標準カスの測定

容量6．4∠の丸底フラスコに標準ガスを57ヱ採取し、

オゾン約1．5％の酸素を06∠添加した後、蒸留水を

35舶注入し、1分間激しく振とうして5分間放置し、

再び、1分間振とうしてメスフラスコに移した。以下

JISに準じて発色させ、対照にブランク液を用い吸光

度を測定した。

2．3　S計酸化器の酸化効率試験

C計、S計を用いてS計に使用している酸化器の酸化

効率測定を行った。Fig．2．に示す装置により酸化器通過

前後の一酸化窒素、二酸化窒素濃度をC計並びに手分析

で測定し、酸化効率を求めた。一酸化窒素ガスの濃度は

018、010、0・05Ppmとし、それぞれについて

最初の30分間は手分析で残りの30分間はマイラーバ

ッグにとり、C計で濃度の測定を行い、この操作を5回

繰り返したうえ次式によって酸化効率（K）、（K′）、

損失率（L）を求めた。

K

K／＝

K／／＝

NO2（手分析S f＝072）

10　0

CNO＋CNO2（入口）×膏

CNO2×」iギ （出口）

CNO＋CNO2（入口）×笥』

CNO′＋CNOg（出口）×

×100（％）

×100（％）

10　0

CNO＋CNO2（入口）×岩月

×100（％）

L＝100－K〝（％）

次に劣化した酸化液の酸化効率を調べるため、2週間

大気を吸引した使用後の酸化液を用い、同様の試験を

018、005　ppmtの場合について行った。なお希釈

ガスは容器入り空気を用いた。酸化液濃度、酸化びんの

形状はJIS－B－7953の規定に従った。

Fig．2．酸化物効率試験装置

－3　6－



2．4　妨害カスによる測定干渉試験

S計に0183、及び051ppmの等価液を入れたうえで

二酸化イオウ、オゾンの標準カス（01、0．2、03、04ppl）

をそれぞれ単独に導入し、指示値の変化を調べた。

次に混合カスによる干渉をみるため、S計に二酸化イ

オウ、オゾン（01、02、0・3、04ppm）標準ガスと二

酸化窒素（01ppm）標準ガスとの等量混合ガスを供

給し、指示値を読んだ。

03計
（SO2）計

0。（SO2〕

発生装置

らレンジの25％（0125ppm）、50％（0・25ppm：渡度

の一酸化窒素、二酸化窒素カ、スを導入した。

（2）二酸化窒素の測定として下図Bの流路系から（1）と

同一濃度の二酸化窒素を3時間導入した。

（3）一酸化窒素の測定として下図Cの流路系から（1）と

同一濃度の一酸化窒素を3時間導入した。

（4）吸着試験として下図で窒素をAの流路から導入し、

指示値がゼロである事を確認してから用と同→濃度の一

大
気

スクリュmコノク

大気　　　温度計

スクリュ仙コノク

Fig．3．妨害物質による影響試験装置

25　S言十における反応部まての吸着試験

S計、C計とも測定レンンを0・5ppmに設定し、以

下の試験を行った。

（1）通常の測定系による測定として下図Aの流路系か

B

A
 
i
n

酸化窒素、二酸化窒素をそれぞれ吸引させ、安定した濃

度を示す時間まで測定した。次に脱着試験として窒素ガ

スを導入し、一酸化窒素、二酸化窒素の指示がそれぞれ

ゼロを示す時間まで測定した。

C

C
計

Fig，4．吸着試験における測定流路系

ー3　7－



3．結果及び考察

3．1　C計の性能試験

3．1．1　測定レンシごとの再現性

TableⅡにみられるようにJISの規格（±2％以

内）を満足し、再現性は十分によかったといえよう。

3。1．2　測定レンジごとの指示誤差

供試標準ガス発生装置の希釈比の設定にやや問題があ

り、指示誤差の程度を判断するのは困患であった。02

ppmレンジでは－11．5％と非常に大きく、JISの

規格（±4％以内）をはるかに超える結果となった。

05p pmレンジでは＋3．6％と比較的よかった。

（Ta bleⅢ）

3。L3　レンジ間の指示値における相関性

レンジ切り換え時の誤差は少なく、問題はなかろう。

（Ta bleⅣ）

3．1。4　ドリフト

ゼロドリフトは試験中全くみられなかった。スパンド

リフトはドリフト率2．0％となり、JISの規格（±2

％以内）を辛うじて満たす程度であった。（Table

V、Ⅵ）

3．1．5　コン′く一夕効率試験

定義式Clを用いると52～54％の低効率を示した。

導入二酸化窒素ガス濃度をザルツマソ係数0・72として

算出したもので、C計の感度校正が適正に行われていれ

ば、見かけ上のコンバータ効率となる。導入二酸化窒素

ガス濃度にZnNNEDA法で測定した値を用いれば

Cごとして示すように74～78％となった。この場合

にもC計の感度校正、Zn－NEDA法にやや問題があ

り、正確なコンバータ効率を算出するた捌こはGPT法

などによる追試が必要：と思われる。次にアンモニアの干

渉試験についてコンバータ温度200℃以下では影響は

ないといわれているが、6）本試験でも大きな影響は見られ

ず、問題はないと思われる。（TableⅦ、Ⅷ）

Ta bleⅡ　測定レンジごとの再現性試験

項 目

ガス区別

卑　 期 指示 値 偏　 差 再現 性

潮走

レンジ

設定値

（p p b ）

平 均

（p p b ） （p p b ） （％ ）

0．20

ゼ　　　 ロ 0 0 0 0

ス　 パ　 ン 180 182 － 2 － 1．0

0．50

一ビ　　　 ロ 0 0 0 0

ス　 ／く　ン′ 450 458 － 8 － 1．6

注）籍示値の平均値はいずれも3回の測定値の平均

Ta bleⅢ　測定レンジごとの指示誤差（直線性）

項 目

測

レンジ

導 入 ガス濃 度 と指 示 値 （p p b ） 指 示 誤 差

（％ ）0 5 0％ 9 0％

0　20 0 7 0 1 8 0 － 11 5％

0　50 0 2 6 8 4 5 0 ＋　 3 6％

Ta bleⅣ　低濃度レンジにおけるレンジ問相関

項目

測定
レンシン

導入ガス濃度とその指示値（p p b ）

0 45 90 185 450

0．20
ヱーて 二肯 ニ彗音

三石J
0　50

竺一一丁 二恕 二号右

C：測定指示値

d：測定指示値十導入ガス濃度

Ta ble V　ゼロドリフト

項目
2 4時間 2 4時間 2 4時間 2 4時間

平均ゼロ 平均ゼロ 最大ゼロ 最大ゼロ

測定 ドリフト ドリフト率 ドリ　フト ドリフト率

レン／ン （pp b） （％） （p pb） （％）

0　20 0 0 0 0

0　50 0 0 0 0

注）測定値はオゾン止めゼロ調整後ゼロガスを導入

した時の指示値を基準ゼロとし、各指示値より基

準ゼロを差し引いたものである。

Ta bleⅦ　スパンドリフト

Ta bleⅦ　コン／ミ一夕効率

項 目

測定

レンジ

希釈標 S 計N C 計N コンパ コンパ

妻．．．．・！ （も3回

平均値
（ppb ）

鋸 窟

（ppb ）

一 夕
警要デl

一 夕／
囲

0．20 0 18 259 140 54．1 77，8

0．50 0　45 608 334 54．9 74．2

注）測定値はいずれも3回の平均値
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Ta bleⅧ　アソモニアの変換効率

項目 N fも平均 C 計N （｝ 平均変換 C 計N O

N H 3 年分析値 平均指示 効　　 率 平均指示

濃　 度 （p p皿） 値（pp b） （％） 値 （％）

1 p p皿 1．1 0 0 2

5 p pロユ 5．9 0 0 2

1 0 p pm 10　5 －3 －0　03 5

注）測定値はいずれも3回の平均値

3．2　サルツマン試液への二酸化窒素の反応効率

ザルツマン試液への二酸化窒素の反応効率）、4）は089

～10の範囲となり、二酸化窒素の濃度が低い程、反応

効率は高かった。（Ta bleⅨ）わが国の統一値とさ

れている0．72よりかなり高い結果となった。072と

いう数字はSaltzman2）やShaw3）らの報告に基づ

くものであるが、これは二酸化窒素が数ppmの高濃度

測で算出されたものである。今回の実験では01～0・5

ppmの二酸化窒素ガスを／く－ミエイショソ管を用いて

発生させ、その方スの検定はZn－NEDA法で行った○

（TableX）しかしながらZnMNEDA法は低濃

度側でその精度にやや問題があるので上記の反応効率は

更に追試して検討する必要があると思うo

Ta bleⅨ　サルソマン試液への反応効率

項目

導 入

供 給

N O 2量

サルソマン法に

よる平均濃度

反応 ‡

係数

備　　　 考

S 計値
（ppb ）

C 計値
（pp b）

本 日 2 木 目
N O 2カ
ネ濃度 （βg ／ど）

ロ

（〃g／セ）
炉g／わ S　f N O N O 2N O N O 2

0 1
p pm

0．191 0 188 0　003 1 00 四 130 0 91

0．2
p pm

0　383 0　375 0　008 0　99 18 285 2 181

0．3
p pm

0　574 0　553 0．009 0　98 21 385 0 235

0 5
p pm

0．957 0　824 0　026 0　89 36 620 3 368

注）測定値はいずれも6回平均値である。

TableX　亜鉛還元NEDA法による標準ガスの検定

項目

カース
の種頸

表 示

値

わp‡n

測 定 値 × （p p m ）

平 均

嘩

×
わp m

標 準

偏差

∂
わp再

変動

係数

C V

（％）

D

（％）

N O
ボ ン 2 1 5 19 ，5 20 5 20 1 18．8

0 40

19 7 0 7 41 3 76 【　 8．4

N O
釈 カ∵ス 0 5 0 65 0 5 1 0 52 0 56 0 078 13 ．9 ＋12．0

N O 2
釈 ガ 0．5 0 4 1 0 47 0 35 0 4 1 0 049 12 0 － 18 0

変動係数　CV＝旦×100％
＼

測定値一表示値

表示値
×100％

3．3　酸化効率試験

定義式Eによって計算された酸化効率は100％を超

えていた。Kは導入一酸化窒素濃度の測定法と酸化され

た二酸化窒素濃度の測定法が異なるが、ザルソマン係数

を考慮しているのでC計の感度設定誤差がなければ見か

け上の酸化効率である。しかし、この場合実験誤差が大

きい。定義式gによって計算すると75～91タかこなり、

一般に報告されている値5）に近くなる。なおK、どにお

いてコソ／く一夕効率は78％として計算した。E†では分

母、分子が同一測定方法なのでC計の感度設定誤差が相

殺され、実験誤差は少なく、最終的にはばをも。て酸化

効率と判断することにした。

導入一酸化窒素ガスの濃度別では濃度が高くなると酸

化効率は上がり、損失率は下がる傾向がみられた0

酸化液の新旧別では大きな差はみられず、過マンガン

酸カリウム溶液の酸化力は十分な時間的安定性をもつ事

がわかった。（Ta bleja：）

Ta blex　酸化効率試験

項 濃度 C 計値 C 計値 出口
酸 化 効 率

損失

目
N O

（p画

入　 口 ロ
率L

㈲

酸
化

液

（ppb ） （ppb ）析値
N 〔ち

（ppbN O N 〔ちN O N O Iq ％）
叫 k と0。

新

0 05 50 0 6 29 6 3 126．0 74．0 76．0 24 0

0 10 104 6 3 6 149 14 1 9 82 9 8 6 7 13．3

0 18 183 0 7 巴 264 144 3 81．4 85 2 14．8

旧

0 05 53 ロ 5

18

3 81 150．0 90．5 1（X）0 0

0 18 181 4 匹 248 133 3 79 5 89．2 10 8

注）測定値はいずれも5回の平均値である。
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3．4　妨害カスによる測定干渉試験

ザルツマソ法に対する妨害物質として予想された二酸

化イオウ、オゾソ6）について、等価液に単独にその妨害

ガスを流した場合でも、また二酸化イオウーニ酸化窒素、

オゾソーニ酸化窒素の混合ガスを流した場合でもその影

響ははとんどみられなかった。（TableXU、TableヌⅦ）

Table ja　妨害物質による等価液への干渉

項 N O 2 妨 害 ガス

濃　 度

精製空気

平　 均
S 計の指示値 平均（再 ））

目

国
臼

等価

液

b p m ） （p p b ） と干渉率 （酵）

設

定

実測

値 　 ′N O 国

N O N O 2

指示 干 指示 干

ガ
濃 度 億 平均

値 渉 値 渉

ス 平均 率 平均 率

団

0．0 51

0 1 0 105 0 0 0．0 51 0 0．05 1 0

0　2 0 195 0 0 0 ，0 53 ＋ 1 0 0．05 2 十0．5

0．3 0　313 0 0 0．05 1 0 0　050 －0 5

0　4 0．39 8 0 0 0．05 1 0 0．05 1 0

0 1 8 3

0．1 0 ．111 0 0 0．182 【 0 5 0 182 ▼ 0 5

0　2 0 199 0 0 0 18 0 0 18 1 － 1 0

0　3 0．3 13 0 0 0．183 0 0 182 【 0 5

0　4 0　39 3 0 0 0 183 0 0 180 － 1 5

q

0．0 5 1

0．1 0 100 0 0 0　0 52 ＋ 0 5 0　052 十 0 5

0　2 0　200 0 0 0　0 54 ＋ 1 0 0．054 ＋ 1 0

0　3 0．300 0 0 0 ．0 51 0 0　053 ＋1 0

0　4 0．400 0 0 0．0 51 0 0　0 54 ＋ 1．5

0．183

0 1 0 100 0 0 0 18 3 0 0 183 0

0．2 0　200 0 0 0．183 0 0．183 0

0　3 0　300 0 0 0，18 3 0 0 18 4 ＋0 5

0　4 0　400 0 0 0 186 ＋1 5 0 185 ＋ 1 0

注）平均値はいずれも3回測定値の平均

計算式

NO干渉率＝

等価液濃度一一（NO平均値－NO平均値）
最大目盛値（200ppb）

NO2干渉率＝

等価液濃度－（NO 平均値一N（1

Table xⅢ　妨害物質（混合ガス）による

測定干渉

項

目

≦巨
F：コ
ガ’

妨害 ガス N O 2濃 度

（p p b ）

精製 空気

（p p b ）

S 計指示値平均
濃　　 度 （p p b ）と

わ p m ） 干渉率 （多）

設

定

実測値

平 均

N O ら N O ′N （ぢ N α

N O 2 N O

指示 干渉 指示 補正

ス 値 平均 率 平均 N O

S O 2

0 1 0 ．090 129 10 0 0 61 － 1 8 6 － 2

0　2 0 18 6 129 10 0 0 58 －3 ．3 6 － 2

0　3 0 ．30 8 137 9 0 0 6 6 － 1 3 5 － 1

0 ．4 0　39 7 137 9 0 0 64 － 2 3 5 － 1

0 3

0 ．1 0 10 0 130 12 0 0 65 0 6 0

0．2 0．20 0 130 12 0 0 65 0 6 0

0　3 0　300 130 12 0 0 63 － 1 0 6 0

0，4 0．400 130 12 0 0 62 【 1 5 6 0

注）平均値はいずれも3回測定値の平均

計算式

NO2干渉率＝

N年平均値－
M2平均値－NO2平均値

最大目盛値（200ppb）

補正NO＝

NO平均値
NO平均値－NO平均値

3．5　S計における反応部までの吸着試験

S計における反応部までの吸着試験では二酸化窒素で

5～7多の、一酸化窒素で7～11痴の吸着とみられる

減少があった。一酸化窒素ではフィルター、淀量計、ス

パイラル、二酸化窒素用インピソジャ→、トラタブでの

損失が7～11痴あった事になり、二酸化窒素ではフィ

ルター、流量計、スパイラルでの減少分という事になる。

×100（痴）　（Ta blexⅣ）

吸、脱着試験では一酸化窒素については切り換えてか

ら一時間のみ吸着がみられた。しかし配管、トラップ等に

×100（蕗）　ガスが滞留しているため、この場合すべてが吸着による

ものとばいえず、実際の吸着はもっと少ないであろう。

二酸化窒素の場合はインピソジャーまでの流路が一酸化

窒素よりも短かいが、反応性が強いためか、切り換え時

より2～4＝時間も吸脱着がみられた。（Table xV）
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Table xⅣ　S計における反応部までの

吸着試験

目 濃　 度 通 常

測定値

酷 歪 濃度差 吸着量 減 少率

N O
N q

の別
b ローl）

　 但
幸 均

b p b ）

荒 。撰

わ p b ）
窄 む

（舜）

M M ′ d g D

N O 2
0，125 179 193 14 0 ．5 2 7　3

0 ．250 340 358 18 0　67 5　0

N O
0 125 133 149 16 0 ．35 10 7

0 ．250 3 33 35 6 23 0．55 6．5

注）測定値はいずれも3回平均値である○

計算式

濃度差d＝M－M

減少率D＝些㌔×10噂）

Table xv S計における吸着・脱着試験

、目

N O

N （力

の別

濃 度

わp m ）

吸 着

脱 着別

時　　　 間

ロ 2 3 4 5

N O

0 12 5
吸 着

脱 着

156

8

162

0

162

0　25 0

吸 着

脱 着

347

8

3 60

0

356

N O 2

0 125

吸 着

脱 着

163

13

177

2

174

0

17 5

0．2 50
吸　 着 32 8 342 3 49 352 352

脱　 着 19 5 2 ロ 0

単位　ppb

4　ま　と　め

ケミルミ窒素酸化物自費測定機の性能試験のうち、再

現性、レソジ相関性（低濃度域）、ドリフト試験につい

てはいずれもJISの規格を満たし、実際の測定上はぼ

問題がないことがわかった。しかし指示誤差、コンバー

タ効率試験ではC計の感度設定（すなわち標準物質）に

問題があり、再に検討されねばならないだろう0

ザルツマン法自動測定機における問題点はずルツマン

試液への二酸化窒素の反応効率、及び一酸化窒素の酸化

効率の二点である。妨害物質の影響は通常の環境大気で

は考えなくてもよいだろう。ザルツマン試液への反応効

率いわゆるザルソマン係数は072よりかなり高く当試

験だけから考えると現在の二酸化窒素濃度は高目に出て

いる事になる。一方、酸化効率は75～91愛であった。

一酸化窒素の測定では再にザルツマソ係数の問題も考え

なくてはならない。これらの事からS計における一酸化

窒素、二酸化窒素の測定はそれぞれのガスでの校正が必要

と考えられる。

最後にC計、S計とも現在高感度化が進んでいるが、

それに伴ってゼロ点をどこに定めるか、また正確な低濃

度標準ガスをどうやって確保するかが問題となる。S計

では動的校正が不可欠であり、全国に数多くの測定機が

モニタリソグステーショソで稼動している事を考えれば

何よりもまず簡便な動的校正法の確立が望まれるところ

である。
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